
   

 
第一次大戦後の日本で生まれた 
構造社とクロアティアの彫刻家 
メシュトロヴィチは彫刻と建築の
総合という夢を共有した 
背景には民族芸術と国民芸術が 
複雑に絡む            
両大戦間期の国際舞台における 
日本の実像に光をあてて 
新たな世界史の創造を始めよう 
 
 
 

場所 
北海道大学東京オフィス  
東京駅日本橋口 サピアタワー10 階 

千代田区丸の内 1 丁目 7-12  

Tel/Fax   03-3211-2055 

主催 北海道大学 SRC 家田研究室 

問い合わせ ０９０－２８１３－４９０７ 

ieda@slav.hokudai.ac.jp 

 

 

 
日時 4 月 9 日（日） 
午後１時半から４時 

 

入場無料 事前登録不要 

報告者 

 越村勲氏 
 東京造形大学教授 
 

学術振興会挑戦的萌芽研究 
日本と東欧スラブの国際関係史プロジェクト 
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